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疾患プロテオゲノム研究センター 
１Ｆ交流ホール 

第１６６回 免疫系発生学セミナー 

細胞内の主要なタンパク質分解装置であるプロテアソームによる細胞機能制御機構の
解明をメインテーマに、細胞生物学、生化学、マウス発生工学、酵母遺伝学、ショウジョ
ウバエ遺伝学など幅広い手法を用いて研究を推進しておられる村田博士は、胸腺プロ
テアソームに関する共同研究者でもあります。この度、来学の機会を得、セミナーを開催
いたします。多数のご参加をお待ちしています。大学院特別講義を兼ねます。 
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